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　無形文化遺産保護に関わる国際的動向の情報収集を図り、アジアを中心とする海外の研究機関
等との研究交流を実施し、国内外の無形文化遺産保護に貢献する。

１．韓国との交流事業では、韓国文化財庁国立無形遺産院との研究交流の一環として、2017（平
成 29）年 10 月 24 日～11 月10日の間、国立無形遺産院の林采石研究員を受け入れ、日本所在の
韓国無形文化遺産関連資料に関する共

	 同調査を実施した。調査は主に東京文化
財研究所・東京藝術大学・国会図書館の
所蔵資料を対象とし、特に植民地時代の
朝鮮半島出身の美術工芸作家に関連した
文献・カタログ等の調査を実施した。そ
の成果は 11 月10日の成果発表会（於：本研
究所）において発表された。

２．無形文化遺産分野の国際的情報収集では、ユネスコ無形文化遺産条約第12回政府間委員会（開
催国韓国：2017（平成 29）年 12 月 4 日～ 9 日）に 3 名のスタッフ（石村・前原・二神）を派遣し、ユ
ネスコ無形文化遺産条約に関する情報収集を行った。特に日本国政府代表団の発言に際し、「無
形文化遺産と防災」に関連した助言を行い、本研究所の研究成果の発信につながった。なお本
調査の成果は『無形文化遺産研究報告』第12 号において「無形文化遺産の保護に関する第 12 回
政府間委員会における議論の概要と今後の課題」として報告した。

３．アジア太平洋無形文化遺産研究センター（IRCI）が実施する事業「アジア太平洋地域における
無形文化遺産の防災」に協力し、同センター連携研究員の石村が 2017（平成 29）年 9 月 23 日～
10 月 3 日にかけてフィジー、2018（平成 30）年 1 月 24 日～ 2 月 1 日にかけてフィリピンにおけ
る現地調査にそれぞれ参加した。
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